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 1.1.1.1. 目的目的目的目的    粗骨材のコンクリートに対する占有割合は 60～70%と大きく，乾湿による粗骨材自体の体積変化特性を知ることはコンクリートの品質管理に極めて有益といえる．そこで，吸水現象に着目し，含水率変化と粗骨材自体の体積変化との関係を調べた．また，その結果を粗骨材の空隙構造の観点から考察した． 2.2.2.2. 実験諸元実験諸元実験諸元実験諸元およびおよびおよびおよび方法方法方法方法    実験は砂岩砕石，石灰砕石および人工軽量骨材の 3種類の粗骨材を対象とした．主な物性値を表表表表 1111に示す． 粗骨材の含水率は普通粗骨材，構造用軽量粗骨材の
JIS規格を参考に測定した．測定時間は 24時間，間隔は 1時間とした．粗骨材自体の体積変化は粗骨材表面に長さ 2mm のひずみゲージを貼付け，防水材を塗布した試験体を用いて連続測定を行った．空隙測定は水銀漸次繰返し圧入法 1）およびガス吸着法により行った． 含水率および体積変化測定では調湿により粗骨材試料の含水状態を予め変化させた．調湿レベルは絶乾，
44%および 90%の 3水準とした．絶乾の調湿は乾燥炉にて行い，44%，90%の調湿は恒温恒湿槽を使用した．含水率測定試料は 15ｍｍふるいを通り，10mmふるいにとどまるものとし，砂岩，石灰岩は約 2kg，人工軽量骨材は約 1.5kg とした．体積変化測定ではそれぞれの粗骨材について絶乾は 10個，44%，90%の調湿は 5個の試験体を使用し，平均を評価値とした． 3.3.3.3. 吸水吸水吸水吸水によるによるによるによる含水率含水率含水率含水率のののの変化変化変化変化    各粗骨材の含水率の変化を図図図図 1(a)1(a)1(a)1(a)～～～～(c)(c)(c)(c)に示す． 石灰砕石では調湿レベルに応じた含水率の変化がみられるのに対して，人工軽量骨材では変化がみられない．一方，砂岩砕石では 44%と 90%の調湿による変化がほとんど同じになっている．また，粗骨材種によって含水率上昇勾配の特徴が異なる．これらの現象は粗骨材中の空隙構造に影響されるものと考えられ，粗骨材種によってその空隙構造は異なることが示唆される． 

表表表表 1111 粗骨材試料の主な物性値 粗骨材種 表乾密度（g/cm
3） 吸水率（%）砂岩砕石 2.61 1.54石灰砕石 2.69 0.41人工軽量骨材 1.37 11.22  

キーワード：粗骨材，吸水，含水率，体積変化，空隙構造 連 絡 先：〒466-8555 愛知県名古屋市昭和区御器所町 
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 図図図図 1111 吸水による含水率の変化 
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4.4.4.4. 含水率含水率含水率含水率とととと体積変化体積変化体積変化体積変化のののの関係関係関係関係    各粗骨材の含水率と体積変化との関係を図図図図 2(a)2(a)2(a)2(a)～～～～((((cccc))))に示す．なお，図 2 のひずみは調湿により生じたものを含んでいないことに注意されたい． 砂岩砕石では絶乾が他の調湿に比べて 2/3 程度の含水率で最も大きな膨張ひずみの伸びを示している．石灰砕石では全ての調湿について含水率の増加に伴う収縮ひずみが確認された．これは，毛管張力による負圧が関連する現象と考えられるが，詳細は今後の課題である．人工軽量骨材では 44%の調湿が最も大きな膨張ひずみの伸びを示した．これは砂岩砕石とは異なる傾向であり，空隙構造の影響が示唆される． 5.5.5.5. 空隙構造空隙構造空隙構造空隙構造がががが含水率含水率含水率含水率およびおよびおよびおよび体積変化体積変化体積変化体積変化にににに与与与与えるえるえるえる影響影響影響影響    水銀漸次繰返し圧入法と煮沸吸水量測定によるインクボトル空隙量および直径 40nm以下の空隙量 2）とガス吸着法による比表面積を表表表表 2222に示す．石灰砕石の比表面積は測定値の変動が大きく，測定不能であった． インクボトル空隙は人工軽量骨材にのみ確認された．直径 40nm 以下の空隙量は人工軽量骨材の方が砂岩砕石よりも 2倍程度大きいが，比表面積は砂岩砕石の方が 2倍以上大きい．これより，砂岩砕石には人工軽量骨材よりも直径の小さい空隙が多く存在するといえる． 砂岩砕石は 44%と 90%の調湿による含水率変化が同程度であった．これは，両調湿で水分子に満たされる空隙量が同程度であることを意味しており，絶乾試料の体積変化の伸びが最も大きいことを裏付けている．石灰砕石は 40nm 以下の空隙量がほとんどなく，比較的直径の大きい空隙が多いため，毛管張力による負圧が生じやすい傾向にあったと考えられる．人工軽量骨材は多大なインクボトル空隙を有するため，24時間程度の吸水では飽和しない空隙が多く，含水率変化に差が生じなかったと考えられる．また，直径 40nm 以下の空隙量が多い反面，比表面積は小さいことから，44%の調湿が水分による空隙の飽和に適した環境を形成するものと考えられ，膨張ひずみの伸びが最も大きくなったと推察される． 6.6.6.6. まとめまとめまとめまとめ    吸水による粗骨材の含水率および体積変化を空隙構造の観点から考察した．その結果，粗骨材種により空隙構造は異なり，含水率および体積変化の挙動は空隙構造特性が粗骨材中の水分移動に与える影響によるものと考えられる． 
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表表表表 2222 粗骨材の空隙測定結果 インクボトル空隙量（ml/g） 直径40nm以下の空隙量（ml/g） 比表面積（m
2
/g）砂岩砕石 0.0000 0.0187 6.79石灰砕石 0.0000 -0.0001 **人工軽量骨材 0.2035 0.0385 2.76  
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 図図図図 2222 含水率と体積変化との関係 
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